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道路施設の老朽化対策について

1.道路の老朽化対策の本格実施に関する提言 社会資本整備審議会 道路分科会 H26.4.14



2.省令・告示、定期点検基準（案）の体系

(1) 省令及び告示で、5年に1回、近接目視を基本とする点検を規定、健全性の診断結果を4つに区分。
（トンネル及び橋などの構造物に共通）

(2) 点検方法を具体的に示す定期点検基準（案）が策定。（トンネル及び橋などの構造物ごと）
(3) 市町村における円滑な点検の実施のため、主な変状の着目箇所、判定事例写真等を加えたものを

定期点検要領（案）としてとりまとめ。（トンネル及び橋などの構造物ごと）

法令・定期点検基準（案）の体系

道路法

政令

省令・告示
H26.3.31公布
H26.7.1施行

定期点検基準（案）

定期点検要領（案）

H25.9.2施行

・維持、点検及び措置を講ずることを規定

・トンネル及び橋など、損傷、腐食その他の劣化、その他
の異常が生じた場合に道路の構造又は交通に大きな支
障を及ぼすおそれのあるものについて定期点検を規定

・5年に1回、近接目視を基本として実施
・健全性の診断結果を4段階に区分

・構造物の特性に応じ、省令及び告示に沿った具体的な
点検方法

・主な変状の着目箇所及び判定事例写真等

（トンネル、橋などの構造物）

構造物に共通の規定

（トンネル、橋などの構造物）

各構造物ごとに策定

道路施設の老朽化対策について



3.高知県内の状況

道路施設の老朽化対策について

道路橋

道路トンネル

シェッド、大型カルバート等

門型標識等

横断歩道橋

高知新聞
平成26年7月4日

単位 高知県 県 市町村

 トンネル
 トンネル本体工及びトンネル内に設置されてい
る付属物を取り付けるための金属類やアンカー
等

本 281 199 82

 道路橋  橋梁2.0ｍ以上の橋梁、高架の道路等 橋 12,721 2,588 10,133

 シェッド・大型カルバート等
 ロックシェッド、スノーシェッド、大型カルバート等
※大型カルバートとは、内空に２車線以上の道路を有する程度の

規模のカルバートを想定

本 45 40 5

 横断歩道橋  横断歩道橋 橋 15 10 5

 門型標識等
 門型支柱（オーバーヘッド式）を有する大型の道
路  標識及び道路情報提供装置（収集装置含
む）

基 33 30 3

施設名 定期点検要領の対象内容

施設数(H26.4月現在）

高知県橋梁長寿命化修繕計画
（平成２３年度策定）
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高知県橋梁長寿命化修繕計画策定の背景

高知県管理橋梁：約２５９０橋（平成２５年度末）
橋長15m以上の橋梁：約９２０橋
橋長15m未満の橋梁：約１５７０橋

※1 高齢化橋梁 ： 建設後一定以上の年月が経過した橋梁
一般的には50年以上を経過した橋梁を指す
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高齢化橋梁※1数
2011年（計画策定時点）：８０９橋（３２.６％）
2031年（20年後） ：１７７６橋（７１.５％）

今後、高齢化橋梁の修繕・架替えにかかる費用は大幅に増大
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高度成長期（昭和29～49年）
完成橋梁数 1,127橋（約43.5%）

2031年時点の高齢化橋梁
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■詳細調査（外部委託）

主桁のクラック幅等調査 コンクリート強度等調査鉄筋の断面欠損調査

橋梁補修事例 ～県道中土佐佐賀線 矢井賀橋～

■修繕等の履歴

200９年(H21)：点検（定期点検１回目）

2010年(H22)：部材損傷詳細調査、修繕設計

2011年(H23)：桁断面修復、鉄筋取替、伸縮

装置修繕、橋面修繕

■橋梁諸元

竣 工：1961年

橋 種：単純PCT桁

橋 長：11.5m（単径間）

幅 員：6.1ｍ（車道部幅員5.1ｍ）



7

コンクリート桁の各種試験結果

圧縮強度 ：設計値以上

中性化試験 ：中性化深さ最大18mm

（参考：主桁側面 鉄筋かぶり35mm）

塩化物含有量：C= 1.2kg/m3を超える深さ最大60ｍｍ

※ C= 1.2kg/m3=腐食発生限界塩化物イオン濃度

G2桁

G1桁

G3桁

河川下流側
（海側）

河川上流側

詳細調査及び修繕設計 ～県道中土佐佐賀線 矢井賀橋～

断面修復・表面保護 を施工
桁・床版を中心に広範囲の剥離・浮き

特にG2、G3桁を中心に鉄筋露出
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施工前 桁断面のハツリ 鉄筋の取替・防錆材コーティング

断面修復コンクリート表面保護施工完了

断面修復の施工 ～県道中土佐佐賀線 矢井賀橋～

調査設計 ＋ 補修工事 ⇒ 数千万円



高知県橋梁長寿命化修繕計画

 
（単位：億円） 

 維持管理手法 全体 橋長 15m 以上 橋長 15ｍ未満 備考 

対症療法的手法（従来） 2,499 2,160 339   

長寿命化修繕計画 589 450 139   

効果(コスト縮減率) 76% 79% 59%   

 

アセットマネジメントシステム

予算最適化システム
　・現場技術者が理解、利用しやすい
　・橋梁群の予算最小化システム

健全度評価

劣化予測

管理水準

予算最適化

：点検結果、詳細調査結果、施工管理デ
　ータ等を活用した物理的モデル評価

：環境モデルによる予測値を活用した物
　理的劣化モデルによる劣化予測。

：予防保全・事後保全・使いきりの3区
　分によるシミュレーション

：各橋梁にとって最適（最安）となるプ
　ランの選択

長寿命化修繕計画策定事業

現時点での暫定的手法に基づき計画を策定

健全度評価

劣化予測

管理水準

優先順位

予算の平準化

：目視による点検結果を使用し、部材単
　位で定量的に評価

：点検結果を統計的に分析したうえで、
　遷移確率理論による予測

：優先順位付けを行うための維持管理シ
　ナリオを設定

：橋梁の健全性と重要度を総合的に評価
　した順位付け

：予算確保を見据えた実現性のある全体
　予算計画

長寿命化修繕計画

将
来
の
計
画
策
定
手
法

現
時
点
で
の
暫
定
的
計
画
策
定
手
法

①　物理劣化モデルの精度向上を実現する劣化現象の研究開発
②　①を支えるさまざまなデータ（物理データ、環境データ）の蓄積
③　現場ノウハウを活用した修繕・更新計画

技術開発

予防的保全による修繕費の削減と平準化

これまでの対症療法的な修繕は困難

点検・調査の蓄積と劣化予測
長寿命化による既存施設の有効活用

・補修の必要な橋梁の急増

・大規模橋梁の補修の本格化
・・・
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橋梁耐震補強 南海トラフ地震対策

耐震補強の実施状況

落橋等の甚大な被害の発生を防止し、損傷を限定的なものにとどめることで、
緊急輸送道路としての機能の確保

ステップ１） 緊急輸送道路

孤立集落の発生や避難路への指定の有無、復旧期間等を考慮し、橋梁耐震計画
を策定し、耐震補強を実施

ステップ２） 緊急輸送道路以外

橋梁の補修と予防保全による長寿命化

県道春野赤岡線 浦戸大橋

補修と耐震補強を同時に行い、さらにコスト縮減
（足場工、交通誘導員・・・）

今後
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浦戸大橋

橋梁補修・補強事例 ～ 浦戸大橋 ～

平成24年度～
大規模地震による落橋等の被害を防止する耐震補強 と
老朽化に伴う損傷の補修工事 を併せて実施

昭和47年6月
浦戸大橋 完成

橋 梁 名  浦戸大橋【うらとおおはし】

路　　線  現道春野赤岡線

所 在 地  高知県高知市浦戸～種崎

交差条件  航路（平均満潮面+40ｍ）

橋　　長  915.600ｍ

総径間数（支間割）

 特殊橋部：5径間（55.500ｍ＋130.000ｍ＋230.000ｍ
　　　　　　　　　　　　　　＋130.000ｍ＋55.500ｍ）
 取付橋部：11径間（41.000ｍ×2＋36.000ｍ×2＋30.000ｍ×2
　　　　　　　　　25.000ｍ＋18.700ｍ＋19.000ｍ×2＋18.680ｍ）

幅　　員
 全幅：8.500ｍ（地覆0.25ｍ＋歩道0.75ｍ＋車道6.5ｍ
　　　　　　　　　　　　　　　＋歩道0.75ｍ＋地覆0.25ｍ）

上部工形式
 特殊橋部：ＰＣ５径間連続ラーメン箱桁橋（中央ヒンジ付き）
 取付橋部：ＰＣ単純２室箱桁橋×７連
　　　　　 ＲＣ４径間連続中空床版橋

下部工形式
 ＲＣ柱式橋脚（中空断面）：P2，P3
 ＲＣ柱式橋脚（充実断面）：P1，P4～P15

基礎工形式
 深礎杭基礎（P1），直接基礎（P2，P11～P15）
 ケーソン基礎（P3，P4～P10）

ど橋 梁 名  浦戸大橋【うらとおおはし】

路　　線  現道春野赤岡線

所 在 地  高知県高知市浦戸～種崎

交差条件  航路（平均満潮面+40ｍ）

橋　　長  915.600ｍ

総径間数（支間割）

 特殊橋部：5径間（55.500ｍ＋130.000ｍ＋230.000ｍ
　　　　　　　　　　　　　　＋130.000ｍ＋55.500ｍ）
 取付橋部：11径間（41.000ｍ×2＋36.000ｍ×2＋30.000ｍ×2
　　　　　　　　　25.000ｍ＋18.700ｍ＋19.000ｍ×2＋18.680ｍ）

幅　　員
 全幅：8.500ｍ（地覆0.25ｍ＋歩道0.75ｍ＋車道6.5ｍ
　　　　　　　　　　　　　　　＋歩道0.75ｍ＋地覆0.25ｍ）

上部工形式
 特殊橋部：ＰＣ５径間連続ラーメン箱桁橋（中央ヒンジ付き）
 取付橋部：ＰＣ単純２室箱桁橋×７連
　　　　　 ＲＣ４径間連続中空床版橋

下部工形式
 ＲＣ柱式橋脚（中空断面）：P2，P3
 ＲＣ柱式橋脚（充実断面）：P1，P4～P15

基礎工形式
 深礎杭基礎（P1），直接基礎（P2，P11～P15）
 ケーソン基礎（P3，P4～P10）

県道

2・3工区 1工区

取付橋部 特殊橋部

平成21年度
橋梁点検を実施

平成22～23年度
耐震補強および橋梁補修設計

約40年経過
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浦戸大橋の概要

浦戸湾

桂浜

昭和39年

昭和29年
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昭和46年12月7日

浦戸大橋の架設状況
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昭和47年2月2日 昭和47年4月2日

昭和47年7月完成

補修・耐震補強を併せて実施

浦戸大橋 完成

完成から約４０年経過
来る南海トラフ地震への備え
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浦戸大橋 橋梁損傷調査（平成２１年度）

ひび割れ計測システムによるひび割れ調査

ラジコンヘリ サーモグラフィー
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浦戸大橋 橋梁損傷調査 （ラジコンヘリ調査）

ラジコンヘリ撮影写真
（上空から見た浦戸大橋）

特殊橋部の点検写真（遠景）

近接状況
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浦戸大橋 橋梁損傷調査 （サーモグラフィー調査）

損傷なし

損傷あり
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浦戸大橋 橋梁損傷調査（目視・打音点検）

点検状況 点検結果メモ

浦戸大橋橋梁補修・耐震補強工事に着手

点検・調査結果をもとに補修・耐震設計
（平成２２～２３年度）



工事概要（１工区：特殊橋部）
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RC巻立補強 RC+炭素繊維巻立補強

上部工補強：炭素繊維接着港工

RC巻立補強

ひびわれ補修工,断面修復工(上部工,下部工)

落橋防止構造

変位制限構造

PCケーブル(橋軸)

アンカーバー構造(直角)

変位制限構造
鋼製突起+RC拡幅(直角)

段差防止構造

落橋防止構造
PCケーブル(橋軸)

変位制限構造
鋼製突起+RC拡幅(直角)

段差防止構造

A1 P1

P2

P4 P5

6000

5
6
46

55600

PC5径間連続ラーメン箱桁橋 L=601200

3
5
00

1
55
85

21500

5
5
00

2
92
76

31500

至　浦戸

HWL=+0.602

9
5
00

4
82
21

航路境界線

9000

3
19
62

1
80
00

1
55
00

2
88
43

130000 230000 130000 55600

浦戸大橋橋梁補修・補強工事



工事概要（2・3工区：取付橋部） ※平成26年3月完成
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変位制限構造

アンカーバー構造(橋軸・直角)

+RC拡幅(直角)

落橋防止構造

PCケーブル(橋軸)

至　種埼

P4 P5

PC5径間連続ラーメン箱桁橋 L=55600

41000 41000 36000 36000 30000 29950 24950 18700 19000 19000 18680

PC単純2室箱桁橋 L=239000 RC4径間連続中空床版橋 L=75380

3
19
62

1
80
00

1
55
00

2
88
43

P6
P7 P8 P9

P10 P11 P12 P13 P14 P15 A2

1
70
00

2
56
58

1
55
00

2
27
83

1
40
00

2
03
13

1
20
00

1
84
82

1
10
00

1
60
17

1
65
90

1
54
16

1
42
92

1
25
79

1
12
00

1
11
30

55600

RC巻立補強

ひびわれ補修工,断面修復工(上部工,下部工)

落橋防止構造

PCケーブル(橋軸)

変位制限構造

鋼製突起+RC拡幅(直角)

変位制限構造

緩衝チェーン(橋軸)

変位制限構造

鋼製突起

落橋防止構造

アンカーバー構造(直角)

変位制限構造

鋼製突起+RC拡幅(直角)

浦戸大橋橋梁補修・補強工事



橋脚ＲＣ巻立て

①掘削

②橋脚外周足場組立

③コンクリート面はつり

④橋脚巻立て補強

④落橋防止装置取付

⑤橋脚外周足場解体

⑥完成
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事



施工状況

Ｐ１橋脚巻立ｺﾝｸﾘｰﾄ
鉄筋組立状況

巻立ｺﾝｸﾘｰﾄ下地処理状況

浦戸大橋橋梁補修・補強工事

既設保護塗装

既設橋脚には保護塗装がされており、
下地処理に併せて保護塗装を撤去
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

工事の状況（取付橋部） H26.3月完成

完成状況



炭素繊維シート貼付け
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施工ステップ

プライマー塗布作業

パテ処理作業

プライマー塗布完了

パテ処理完了

貼付作業 貼付完了

保
護
塗
装
撤
去

保
護
塗
装
施
工

H7～H8

浦戸大橋橋梁補修・補強工事



浦戸大橋橋梁補修・補強工事
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炭素繊維シート貼付け図（特殊橋部 箱桁外側）
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炭素繊維シート貼付け状況（特殊橋部 箱桁外側）
施工前

足場架設状況

浦戸大橋橋梁補修・補強工事

足場拡大写真

足場内状況

P2橋脚

P2橋脚

点検状況
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足場架設状況（P５～P４)

P４橋脚

P５橋脚

施工前

浦戸大橋橋梁補修・補強工事

炭素繊維シート貼付け状況（特殊橋部 箱桁外側）
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

炭素繊維シート貼付け状況（特殊橋部 箱桁外側）
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

炭素繊維シート貼付け完了（特殊橋部 箱桁外側）
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

炭素繊維シート貼付け図（特殊橋部 箱桁内側）

ＴＹＰＥ－Ｂ ＴＹＰＥ－Ａ ＴＹＰＥ－Ｂ

ＴＹＰＥ－ＣＴＹＰＥ－Ｃ
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施工前（特殊橋部箱桁内）

浦戸大橋橋梁補修・補強工事
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施工状況（特殊橋部箱桁内）

箱桁内炭素繊維ｼｰﾄ貼り付け完了

施工前 下地処理状況

下地処理完了

浦戸大橋橋梁補修・補強工事
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

箱桁上面の突起
上床版突起

定着プレート
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既設床版厚が250mmに対し埋込み長240mmは床版貫通のおそれ

上床版突起

定着プレート

上床版突起

定着プレート

※既設床版厚 t=250mm
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

上床版突起

炭素繊維シート

上床版突起

炭素繊維シート

上床版突起

炭素繊維シート

重ね継手長（L=200mm）を確保し、
橋軸方向の連続性を確保することで
床版の削孔を不要とする。

既設床版（t=250mm）貫通のリスクを避け、
削孔作業が不要な方法を検討

貼り付け方法の再検討
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施工状況（特殊橋部箱桁内）

箱桁内炭素繊維ｼｰﾄ貼り付け完了

施工前

浦戸大橋橋梁補修・補強工事
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

鉄筋露出

ひび割れ

点検結果
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

補修状況（断面修復）
施工前 はつり完了

断面修復完了
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浦戸大橋橋梁補修・補強工事

中間ヒンジ取り換え（特殊橋部）
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ヒンジ部（1-2工区）

浦戸大橋橋梁補修・補強工事

点検結果
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現在の状況（取付橋部 平成26年3月完成）

橋脚ＲＣ巻立て

落橋防止工
変位制限構造（橋軸・橋軸直角方向）

落橋防止工
変位制限構造（橋軸方向）

橋脚ＲＣ巻立て
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現在の状況（特殊橋部 施工中）

橋脚ＲＣ巻立て

炭素繊維シート貼付け炭素繊維シート貼付け
（箱桁内部）

平成２７年度完成を目指し
施工中



ご清聴ありがとうございました。
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